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1 W ・W ・スキー卜と『マレーの呪術』
先にも述べたように， w.w・スキートは，イギリス支配下のマレーシアに
おいて行政官であった人物である20
スキートの主著の一つである『マレーの呪術j] (Malay Magic) は1900年に出
版された。副題は「マレ一半島のフォークロアと民衆宗教概論J(An Introduction 
ωthe Folklore and Popular Religion ofthe Malay Peninsula)であり，序文にも述
べられているように「フォークロア，民衆宗教，そして呪術についての研究を
紹介することを目的としているJ[Blagden， (1900) 1965: viJ 書物である。
スキート自身も「この書の目的は主に，マレ一半島において流行している様々
な呪術的実践の，信濃性のある例を収集することと，これらの実践がもとづく
2 W.W・スキート (Skeat，Walter William， 1866 -1953)は1866年ケンブリッジに生








































































「アニミズムJは，イギリスの人類学者E・B・タイラー (Tylor， Edward 
Burnett， 1842 -1917) 3によって， 1871年『未開文化~ (Primitive Culture) にお




























[Tylor， (1871) 1994a: 378J 
タイラーは，自分たちの宗教以外を宗教と認めず，いわゆる未開人には宗教
がないとした報告は 当てにならないと考える。「宗教的概念を持たないくら
い文化において低な民族がいるだろうか ?J と言うように 彼によればあらゆ
る民族が宗教を持っている。ある民族が宗教を持たないという報告は「観察者
は，野蛮人の宗教を研究する機会があったが，目の前の事実を正当に取り扱わ
なかったJ[Tylor， (1871) 1994a: 381J結果である。
それゆえタイラーは「低民族の宗教についての体系的な研究において，第一
に必要なものは，宗教についての基本的定義を定めることであるJ[Tylor， 
(1871) 1994a: 383J とし 次のように提案した。
宗教の最小の定義として，霊的存在への信仰 [Tylor，(1871) 1994a: 383J 
これが「アニミズムJである。アニミズムとは， I霊魂と他の霊的存在一般
についての教義J[Tylor， (1871) 1994a: 21J とされる。タイラーは『未開文
化』において，主に低種族の間でのアニミズムを調査したと述べているが[Tylor，
(1871) 1994a: 21] アニミズムが低種族にしか存在しないと考えているわけ
ではない。タイラーによれば，アニミズムは，野蛮人から文明人まで宗教の哲
学の基礎である。人間性の尺度において非常に程度の低い民族を特徴づけるが，













に発展していくその他の精霊に関する教義のことである [Tylor，(1871) 1994 






























かもしれない。 [Skeat，(1900) 1965: 47-8 J 
霊魂は， i (起きているときと眠っているときの両方)身体から分離した幻
影として人間のもとに現われJ，i身体的な力を表しJ，歩き，座り，眠る。





























































「人間起源 (Human Origin) Jという特別な理論の形跡を豊富に見出す。




いうことであるように思えるJ[Skeat， (1900) 1965: 54J と述べている。ス
キートによれば，マレ一人の儀式において動物や植物が擬人的に扱われたり語











































の塊， b) 間接的な方法によって関連付けられた蝋人形， c) そのような
接触を持たない布などである。それを自分の思うままにできたとき，誘拐
され，監禁された霊魂は，その一時的な所持者あるいは化身に許される自
由を享受する(あるいは，その何らかの損傷で苦しむ)0 [Skeat， (1900) 
1965:49J 
呪術は霊魂に呼びかけ，それを従わせる。ここでは霊魂を誘拐し，特別な容











フレーザー (Frazer，James George， 1854-1941) の提唱した呪術の原理である40








































その名声を博した。 1941年5月7日， ドイツ軍の爆撃にあい スコットランドで夫人
とともに生涯を閉じた。フレーザーの略歴をまとめるに際して 藤井[1985J を参考
にした。




















スキートは， rその〔共感〕原理はおそらく，マレ一人の『黒呪術 (BlackArt) ~ 















いうことがわかるだろう。その本質はすでに霊魂の項(Skeat[(1900) 1965 : 





る [Skeat，(1900) 1965: 568J。呪医の方法というのは，さまよう霊魂を呼び
戻す方法のことである。さまよう霊魂を呼び戻す方法も アニミズムの結果と



















































であるが [Frazer，(1911) 1980 : 73 -5 J ，スキートによれば霊魂の誘拐といっ
た呪術はアニミズムの結果として生じる [Skeat，(1900) 1965: 49J。そして
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“Armchair Anthropologists" and Colonial Officers : 
“Animism" in Malay Magic by W. W. Skeat 
RisaAIZAWA 
The development of anthropology of religion in England， from the late 19th century to the ear1y 
20th century， deserves special attention. During this time，“armchair anthropologists" suggested a 
number of terms， such as“animism" and “sympathetic magic，" to be used in the analysis of 
religions. They performed research based on information documented by people living in the 
colonies， for example， missionaries and colonial officers. While the later communicated with the 
natives in their local language， scholars， in faraway England， engaged in research by reading 
ethnographies produced in the colonies. Upon these， scholars forged their theories. In turn， 
adopting the terms put forth by the armchair anthropologists back in England， the colonists wrote 
more ethnographies. Then once again， the scholars read these latest writings， which resulted in 
new theories. In the adoption process， terms such as“animism" came to be used differently from 
their original meaning. Theories in the anthropology of religion were not simply generated by 
armchair anthropologists， but were formed through the intellectual exchange between those in 
England and in the colonies. 
In this paper， 1 will focus on the works of W. W. Skeat， a district officer in the Federated 
Malay States. By closely reading Malay Magic and comp紅 ingit with the theories presented by E. 
B. Tylor and J. G. Frazer， we will notice that such terms as“animism" and “sympathetic magic" 
were conceived， adopted into theoretical research， and ultimately transformed in meaning. 
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